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味あ
じ

方か
た

曽そ

根ね

下し
も

遺
跡　

南
区
味
方

　

遺
跡
は
、中
ノ
口
川
と
西
川
の
間
に
広
が
る
平
野
の
中
央
に
あ
り
、

標
高
は
約
〇
・
六
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

　

昭
和
四
十
二
（
一
九
六
七
）
年
、
県
営
圃ほ

場じ
ょ
う整
備
事
業
で
表
土
を

二
〇
〜
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
削
っ
た
場
所
か
ら
、
土
器
の
破
片
が

散
乱
し
て
い
る
の
が
見
つ
か
っ
た
。
味
方
村
教
育
委
員
会
が
村
民
有

１１

２２

志
や
中
学
生
な
ど
の
奉
仕
を
得
て
、
緊
急
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。
三
月
の
吹
雪
の

中
、
わ
ず
か
二
日
間
の
調
査
で
あ
っ
た
が
、
平
野
部
に
お
け
る
古
代
遺
跡
の
発
掘
調

査
で
は
最
も
早
い
時
期
の
調
査
で
あ
っ
た
。
当
時
は
、
古
墳
時
代
の
遺
跡
と
報
告
さ

れ
て
い
た
が
、
現
在
は
十
世
紀
（
平
安
時
代
）
の
遺
跡
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
調
査
で
は
、
九
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
が
発
掘
さ
れ
、
二
棟
の
竪た

て

穴あ
な

住
居
跡

が
見
つ
か
っ
た
。
一
棟
は
南
北
三
・
三
メ
ー
ト
ル
、
東
西
二
・
五
メ
ー
ト
ル
の
長
方

形
で
、
住
居
の
東
南
の
角
に
は
、
粘
土
で
作
ら
れ
た
か
ま
ど
の
跡
が
あ
っ
た
。
原
形

を
失
っ
て
い
た
が
、
灰
や
木
炭
が
多
量
に
堆た

い

積せ
き

し
て
お
り
、
か
ま
ど
は
赤
く
焼
け
て

い
た
。
灰
の
層
に
は
、
土
器
の
破
片
や
動
物
の
骨
が
混
じ
っ
て
い
た
。
も
う
一
棟
は
、
南
北
三
・
二
メ
ー
ト
ル
、

東
西
二
・
五
メ
ー
ト
ル
の
長
方
形
で
、
北
西
の
角
に
か
ま
ど
の
よ
う
な
跡
が
あ
っ
た
が
、
調
査
の
前
に
削
ら
れ

図212　遺跡の位置　１,
味方曽根下遺跡　２,五之
上曽根上遺跡　５万分１
地形図「弥彦」

図213　昭和42年の発掘調査
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第３章　平野の遺跡

て
し
ま
っ
て
い
た
た
め
、
か
ま
ど
跡
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

遺
物
の
う
ち
食
器
は
、
土は

師じ

器き

の
埦わ

ん

が
ほ
と
ん
ど
で
、
水
漏
れ
を
防
ぐ
た
め
に
内
面
に
炭
素
を
吸
着
さ
せ
た

黒
色
の
埦
も
あ
っ
た
。
須す

恵え

器き

の
坏つ

き

は
稀ま

れ

で
あ
っ
た
。
越
後
で
は
十
世
紀
に
な
る
と
、
須
恵
器
の
食
器
よ
り
も

土
師
器
の
食
器
が
よ
く
使
わ
れ
る
こ
と
が
、
そ
の
後
の
研
究
で
分
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
味
方
曽
根
下
遺
跡
は

十
世
紀
の
遺
跡
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
越
後
の
平
野
部
で
は
、
九
世
紀
半
ば
以
降
は
掘ほ

っ

立た
て

柱ば
し
ら建
物
が
普
通
で
、
竪
穴
住
居
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

く
な
る
。
そ
の
た
め
、
二
棟
の
竪
穴
住
居
跡
は
鍛か

冶じ

工
房

な
ど
の
特
殊
な
建
物
だ
っ
た

可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

遺
跡
の
す
ぐ
北
側
に
は
、
平

安
時
代
・
中
世
の
五ご

之の

上か
み

曽そ

根ね

上が
み

遺
跡
（
西
蒲
区
）
が
あ

る
の
で
、
こ
れ
と
一
体
の
集

落
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ

る
。

図214　当時の調査平面図　部分

図215　土師器の埦


